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令和６年度　佐久市の当初予算

歳出総額　498 億円 歳入総額　498 億円

一般会計 498億円
特別会計（９会計） 380億9,555万5千円

一般会計および特別会計予算
（単位：千円）

一般会計の内訳
（単位：千円）

人件費
8,117,274
16.3%

貸付金
2,241,000
4.5%

物件費
6,289,148
12.6%

災害復旧事業費
58,320
0.1%

普通建設事業費
6,595,703
13.3％

補助費等
7,974,539
16.0% 扶助費

8,113,613
16.3％

公債費
5,726,762
11.5%

その他
1,905,672
3.8％

繰出金
2,777,969
5.6％

市債
3,562,100
7.2%

地方交付税
11,439,014
23.0%

その他
8,144,961
16.4%

国庫支出金
6,041,450
12.1%

諸収入
2,735,652
5.5%

市税
11,800,000
23.7%

県支出金
2,659,823
5.3%

譲与税・交付金
3,417,000
6.8%

自主財源
22,680,613
45.6%依存財源

27,119,387
54.4%

その他経費
21,188,328
42.5％

義務的経費
21,957,649
44.1％

投資的経費
6,654,023
13.4％

※その他：維持補修費、積立金、投資・出資金、予備費
※その他：分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、
　　　　　寄附金、繰越金

支　出

◇予算を家計に例えると・・・
予算を身近に感じていただくために、令和６年度佐久市一般会計予算を家計に置き換えてみました。
一般会計予算総額を１万分の１にして、１年間の家計の収支に例えると、次のようになります。

収　入
給料（市税や地方交付税）
アパートなどの不動産等貸付収入
　　　　　（使用料、財産収入など）
子どもからの仕送り（国・県支出金など）
家の増改築等ローンの借入れ（市債）
預貯金の引き出し
（基金などからの繰入金）
前年からの繰越金（繰越金）

　　　　　　合　計　　498万円

233万円

43万円
121万円
36万円

61万円
４万円

 

食費（人件費）
光熱水費や日用品の購入費（物件費）
車や家電の修理費（維持補修費など）
医療費（扶助費）
町内会費や親戚・友人への支援
（補助費・投資及び出資金・貸付金）
家の増改築費（投資的経費）
生計を別にしている家族への支援
　　　　　　　　　　（繰出金）
住宅・自動車などのローン返済
　　　　　　　　　　（公債費）

　　　　　　合　計　　498万円

81万円
63万円
11万円
81万円

110万円
67万円

28万円

57万円

 貯金残高（基金残高）　　　　264万円
ローン残高（市債残高） 　　　413万円
※うち、子どもからの援助 　 311万円
　地方交付税算入分（約75％）
実質ローン残額 　　　　　　102万円

総務費
52,888円
人事・財産管理、企画
や選挙、戸籍・住民票
事務などの経費

民生費
178,917円
高齢者・障がい者・児
童福祉や生活保護など
の経費

衛生費
43,825円
ごみ処理や環境保全、
市民の健康増進などの
経費

農林水産業費
13,302円
農林業の振興や土地改
良などの経費

商工費
30,698円
商工業の振興や観光事
業などの経費

土木費
57,813円
道路・公園・市営住宅
などの建設や管理の経
費

消防費
11,836円
消防団の運営、消防・
救急活動などの経費

教育費
57,131円
小中学校建設や管理運
営、文化･スポーツの
振興などの経費

公債費
58,639円
市債（借入金）の元金
・利子などの償還金

その他
（議会費・労働費・
災害復旧費・予備費）

4,800 円
議会運営、雇用や労働
者支援、災害復旧など
の経費

　　509,849円市民一人当たりの予算額

※人口は、令和６年１月１日現在：97,676人

サク家は定年を迎えた夫とパート勤務の妻、
夫の父親の３人暮らしです。

会計名 令和６年度 令和５年度 対前年度増減額 対前年度伸率
当初予算額 当初予算額 （％）

　一　般　会　計 49,800,000 47,200,000 2,600,000 5.5

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険会計 事業勘定 9,864,744 9,696,862 167,882 1.7
浅科診療所勘定 18,546 18,453 93 0.5

介護保険会計 10,546,002 10,360,070 185,932 1.8
障害者支援施設臼田学園会計 177,179 196,842 △ 19,663 △ 10.0
後期高齢者医療会計 1,572,760 1,390,738 182,022 13.1
奨学資金会計 31,492 32,452 △ 960 △ 3.0
環境エネルギー事業会計 185,527 146,032 39,495 27.0
工業用地取得造成事業会計 0 0 0 0.0
茂田井財産区会計 1,356 1,376 △ 20 △ 1.5
国保浅間総合
病院事業会計

収益的収支 8,327,585 8,274,296 53,289 0.6
資本的収支 786,220 1,068,830 △ 282,610 △ 26.4

下水道事業会計 収益的収支 3,359,941 3,298,026 61,915 1.9
資本的収支 3,224,203 2,943,706 280,497 9.5

小計 38,095,555 37,427,683 667,872 1.8
合計 87,895,555 84,627,683 3,267,872 3.9
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支　出

◇予算を家計に例えると・・・
予算を身近に感じていただくために、令和６年度佐久市一般会計予算を家計に置き換えてみました。
一般会計予算総額を１万分の１にして、１年間の家計の収支に例えると、次のようになります。

収　入
給料（市税や地方交付税）
アパートなどの不動産等貸付収入
　　　　　（使用料、財産収入など）
子どもからの仕送り（国・県支出金など）
家の増改築等ローンの借入れ（市債）
預貯金の引き出し
（基金などからの繰入金）
前年からの繰越金（繰越金）

　　　　　　合　計　　498万円

233万円

43万円
121万円
36万円

61万円
４万円

 

食費（人件費）
光熱水費や日用品の購入費（物件費）
車や家電の修理費（維持補修費など）
医療費（扶助費）
町内会費や親戚・友人への支援
（補助費・投資及び出資金・貸付金）
家の増改築費（投資的経費）
生計を別にしている家族への支援
　　　　　　　　　　（繰出金）
住宅・自動車などのローン返済
　　　　　　　　　　（公債費）

　　　　　　合　計　　498万円

81万円
63万円
11万円
81万円

110万円
67万円

28万円

57万円

 貯金残高（基金残高）　　　　264万円
ローン残高（市債残高） 　　　413万円
※うち、子どもからの援助 　 311万円
　地方交付税算入分（約75％）
実質ローン残額 　　　　　　102万円

総務費
52,888円
人事・財産管理、企画
や選挙、戸籍・住民票
事務などの経費

民生費
178,917円
高齢者・障がい者・児
童福祉や生活保護など
の経費

衛生費
43,825円
ごみ処理や環境保全、
市民の健康増進などの
経費

農林水産業費
13,302円
農林業の振興や土地改
良などの経費

商工費
30,698円
商工業の振興や観光事
業などの経費

土木費
57,813円
道路・公園・市営住宅
などの建設や管理の経
費

消防費
11,836円
消防団の運営、消防・
救急活動などの経費

教育費
57,131円
小中学校建設や管理運
営、文化･スポーツの
振興などの経費

公債費
58,639円
市債（借入金）の元金
・利子などの償還金

その他
（議会費・労働費・
災害復旧費・予備費）

4,800 円
議会運営、雇用や労働
者支援、災害復旧など
の経費

　　509,849円市民一人当たりの予算額

※人口は、令和６年１月１日現在：97,676人

サク家は定年を迎えた夫とパート勤務の妻、
夫の父親の３人暮らしです。
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令和６年度一般会計予算の
主な事業

　令和６年度当初予算は、第二次佐久市総合計画が掲げる本市のまちづくりの将来都市像であ
る「快適健康都市　佐久」の実現に向け、時代のニーズに沿った施策を柔軟かつ的確に実施し、
市民福祉・市民満足度の向上を図るとともに、それを支える財政基盤の健全性の堅持に努める
ことを基本とし予算を編成しました。
　予算編成にあたっては、第二次佐久市総合計画後期基本計画の重点プロジェクトとして位置
付けられた“多様性実現まちづくり”、“快適・健康向上まちづくり”、“持続可能な住みよいまち
づくり”の各分野の取組に重点的に予算を配分しました。
　また、上記の観点に加え、国の動向及び現下の本市を取り巻く社会経済情勢を踏まえ、「少
子化と人口流出の抑制に向けた切れ目ない子育て支援策の充実・強化」、「持続的な成長を可
能とする経済社会の実現に向けたＤＸ・ＧＸの推進」、「地域の特徴ある発展と均衡ある発展
に向けた中山間地域の維持・創生」の３つの柱を掲げ、優先的・重点的に予算を配分するとと
もに、本年３月に策定した佐久市デジタル田園都市国家構想総合戦略の着実な推進に資する事
業枠、加えて、令和７年４月１日には新佐久市誕生から20年となることから、これを記念する
事業枠も掲げ、これらも特に積極的に取り組むべき事項として優先的・重点的に予算を配分し
ました。

　以下は、佐久市総合計画に掲げる７項目について政策分野別に施策をまとめたものです。な
お、事業内容については、市ホームページをご覧ください。

新  岩村田高等学校創立100周年記念事業補助金 
300万円

《戦略》佐久平女性大学運営事業 641万円
新《戦略》浅間地区小・中学校あり方検討事業 

780万円
拡《戦略》医療的ケア児のための看護師配置事業 

1,688万円
拡  小・中学校要保護・準要保護児童・生徒就学援助費 

9,000万円
拡  小・中学校特別支援教育児童・生徒就学奨励費 

1,470万円

新  本庁舎外構改修事業 280万円
《戦略》地域公共交通運営事業 2億7,723万円
拡《戦略》都市構造再編集中支援事業
（野沢・中込地区） 9億8,667万円

拡  浅間中学校増築事業 2億8,730万円
拡《戦略》English Camp in SAKU事業 99万円
新《戦略》小池勇助軍医顕彰事業 763万円
新《戦略》第４次佐久の先人選定・顕彰事業 

282万円
新《戦略》川村吾蔵生誕140周年記念企画展開催事業 

278万円
拡  スポーツ振興イベント開催事業 3,325万円
新  駒場公園プール改修事業 4,310万円
拡  学校給食センター集約化事業 9,388万円

新《戦略》佐久平駅周辺再整備基本計画策定事業 
190万円

新《戦略》相続人不存在空家等対策事業 
100万円

１【教育・文化分野】生涯にわたり学び、生きる力を育むまちづくり

２【都市基盤分野】地域の特徴を生かしたつながりあるまちづくり

新  は新規事業
拡  は拡充事業（優先・重点配分項目として掲げ予算を前年度より増額した事業及び制度内容を見直した事業）
《戦略》は佐久市デジタル田園都市国家構想総合戦略位置付け事業
※万円未満は切り捨ててあります。
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拡《戦略》デジタル人材育成・就労支援事業 
5,120万円

新《戦略》佐久産酒米安定生産構築事業 317万円
新《戦略》ゆうき産地づくり構想推進事業 436万円
拡  水田フナ養殖生産振興事業 600万円
有害鳥獣駆除事業 4,674万円

拡  障害者・高齢者外出支援サービス事業 720万円
新《戦略》育休退園廃止事業 2,870万円
新《戦略》保育士処遇改善確保事業 4,188万円
新  公立保育所未満児室空調更新事業 350万円
新  佐久城山児童館館庭増設事業 1,152万円
拡《戦略》野沢児童館・子育て支援拠点施設整備事業
 10億1,543万円

新《戦略》防災行政無線同報系設備更新事業
 2億3,920万円
《戦略》「災害に強い佐久市づくり」関連事業
 7億6,669万円
《戦略》社会資本整備総合交付金道路整備事業
（谷川・田子川改良復旧事業） 1億3,786万円
新《戦略》消防団装備充実事業 2,640万円

新  新佐久市誕生20周年記念事業 1,900万円
新《戦略》市公式ホームページリニューアル事業 

1,463万円
新《戦略》佐久でかなえたいみんなの夢事業 11万円
新《戦略》集落支援員設置事業 309万円
新《戦略》公衆無線LAN環境再整備事業
 1億800万円

新《戦略》食品ロス対策事業 48万円
拡  自転車用ヘルメット購入費補助事業 150万円
拡  生物多様性保全活動検証事業 622万円
拡《戦略》太陽光発電設備・蓄電システム普及事業
 4,000万円

《戦略》商業振興事業 8,550万円
《戦略》中小企業対策事業 23億9,916万円
新《戦略》企業動向調査分析事業 612万円
《戦略》企業経営強化支援事業 4,319万円
新  佐久千曲川大花火大会共催事業 60万円

新《戦略》佐久地域平日夜間急病診療センター運営
　負担事業 937万円
新  新型コロナウイルスワクチン定期接種事業 

8,000万円
拡《戦略》産後ケア事業 750万円

《戦略》地域防災マップ作成支援事業 640万円

新《戦略》リモートワーカー等新幹線通勤支援事業 
960万円

拡《戦略》電気自動車購入支援事業 800万円
拡《戦略》省エネ家電製品普及促進事業 1,216万円

３【経済・産業分野】力強い産業を営む活力と魅力あるまちづくり

４【保健・福祉分野】豊かな暮らしを育む健康長寿のまちづくり

６【防災・安全分野】暮らしを守る安心と安全のまちづくり

７【協働・交流分野】ひとと地域の力が生きる協働と交流のまちづくり

５【自然環境・生活環境分野】快適な暮らしを創る環境豊かなまちづくり


